日本４７０協会理事会
開催日時：
2011年11月19日（土）17:00～
開催場所：
海陽ヨットハーバー　会議室
出席者：
倭、松山、信時、相澤、秋元、浅原、葛西、京黒、五味、佐藤（正）


武田、中村、松崎、三船、加藤（記録）（敬称略）15名
オブザーバー：
全日本実業団理事長　栗原様


香川県ヨット連盟理事長　斎藤様


東北セーリング連盟　倉持様
議事
1． 東北セーリング連盟でまとめた津波からの避難に関する冊子のご紹介（相澤理事）
相澤理事より1年間の活動、関係者の無事、今後も支援をお願いしたい旨の報告が行われた。
佐藤理事からの実際に何が必要かの質問に対し、物量的にはそろってきたので水域外で活動できる支援がほしいとの回答があった。
中村理事よりJSAFのセーリングクリニックについて紹介。
2． 東北水域支援の実施状況と今後（加藤）
資料に基づいて報告。新艇購入時の登録料については、申請をもらって返金する。
関東水域の支援状況について報告。東北大学、東北学院大学、東北大学医学部、宮城教育大学から、フリートレース、予選、本選の５レガッタにのべ26艇の参加があった。
3． 実業団連盟の実情（全日本実業団理事長　栗原様）
栗原様より、実業団における470級の減少について案内。
実業団優勝者に全日本への参加枠を与える提案については決議。参加枠の使い方（足切りラインをどうするか、NTはすでに全日本出場枠をもっている等）は、実業団で案を作り470協会へ理事を出していただき、詳細をつめることとする。
以下、発言録
信時：スナイプは艇数をキープしているのになぜ470は減少してしまうのか、その要因を明確にするのが今後を考える上で重要。
栗原様：年齢があがると470はきつくなる。会社丸抱えのクラブはなくなってきているし、船の耐久性もスナイプのほうがある。しかし、学連の受皿としてやるべきだと思う。
中村：社会（企業側）の受け皿もないということ。環境が整っている企業のチームが減っているし、良い環境の企業に入って「オリンピックに行きたい」という選手も明らかに減っている。
京黒：たとえば実業団が就職の斡旋のような活動をできないか
中村：全日本実業団とインカレ個選との同時開催はどうか？学生のレベルアップにもなるし、学生向けにヨット部がある企業のアピールができる。
倭：学連のレースが忙しすぎ、個選・リハーサル・女子があるので一緒にしたほうがいい部分もある。学連の評議員で何人かから話がでていた。
三船：学生がヨット部のある企業を知らない。オリンピックに出るような企業は知っているがその人たちはトップクラスの一部。470は学生とトップクラスのレベルの差が開きすぎている。
信時：社会人470はごく限られたNTがオリンピックを目指すというイメージになっているので、そこまでやるつもりのない学生が続けないのでは。そのためにはミドルクラスの選手が目指せるような目標設定が必要かも。たとえば昔、サムタイムカップというオープンレースがあったが、優勝したらキールウイークに派遣してもらえた。NTの下のクラスの選手が海外のレースに出られることがモチベーションになるような仕掛けがあるとか。
五味：A級ディンギーの異様な盛り上がりは参考になるのではないか。初期の470世代がそろそろ退職する時期。路線は違うが考えようがあるのでは。
三船：470はレース艇として研ぎ澄まされすぎている。プロ仕様ですぐに乗れないクラスになっているのは事実。
栗原：ゆるい感じで乗れる470のレース＝「ゆる470」という考え方はどうか。
その後参加枠についての発言あり
4． JSAFジュニア・ユース委員会U-22プラン、2011年NT成績、2012年計画、2011年度マルチ・サポート風調査報告、国際470協会総会時の特記事項（中村理事）
資料は各自確認。
下記について口頭説明。
· 国際470協会総会：Submission9：ナシュナルフラッグをつける部分の議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　（どのグレードでどのイベントにつけるのか）
O旗のルール変更　スタート前からパンピングOKになった。自分は唯一反対したが、決議されてしまった。
・河野会長から日本で470ワールドを開催するように頼まれていること

過去、89年の津、77年の浜名湖で行っている。
3年前に立候補したが否決されている（三船）
ワールドをいきなり開催するのは大変なので、まず、マスターズやジュニアワールドを開催してはどうか。
5． 強化委員会の活動報告・活動予定（京黒理事）
資料に沿って説明。
2012年度活動予定について以下の議論が行われた。
中村：オリ特では2012年の活動についての補助金についてはすでに決まってしまっているが、ジュニアユースについては、オリンピック強化のほうも同じ考えを持っているので協力できるかもしれない。
地方水域の活性化も行っていきたい。
なんらかのレースで結果を出した上位選手の合宿を検討している。NT合宿を設けるとともに、若い選手をNTの合宿に混ぜていくことでユースの強化ができるのではないか。
各協会がそれぞれでやっていた強化をマンパワー不足により、一緒にまとまってやろうという方向になってきている。
三船：学生支援に関してだが、学生の技術的なレベルが下がっている。大学ヨット部の指導者向けのコーチング制度がない。コーチや先生たちは一所懸命やっているが、セーリングの正確な技術力に格差がある。そもそもインカレでコーチがコーチボートでレースを見ることができない。コーチボートの近づける範囲が限られていてレースを見られない状況で、練習時とレース時の乗り方の違いをどう適切に指導できるのか。協会として学連のレースの仕組みを変えるように提案してはどうか。ルールを使って競技力をあげていったり、選手のことをもっと見ることができるようなレース運営など。また、セーリング界としてメディアへのアピールを推進する方向であるのと反対に、内部的に遠ざけているように思う。上達のための運営方法も考えなくてはいけない。
京黒：協会から学連に理事を派遣するかたちで話しができたらどうか。４７０協会としてこのようなレースをしてほしいということを言ってはどうか。
倭：　現場から離れている学連OBに任せっきりではいけない。学連総会や全日本協議会にオブザーバーとして参加すべき。
評議員にはいろいろな人がいるので言い方に気をつければ受け入れられると思う。
ただ、今回の江ノ島でのレース運営ですべてが判断できないと思う。各水域によってレース運営のやり方が違うので、廻って見てはどうか。
中村：U-22に戻るが、各水域にコーチを派遣したい。上のレベルでは合宿的なものを行ってはどうか。
三船：大学生のレベルが低下しているが、特に代替わりした後の春は下がる。九州水域では、春に合同練習・合宿をして、最後の2日くらいでレースをするような計画を九州学連と一緒にたてている。ここにコーチを派遣してもらうのがよい。
強化委員会の計画としてスタープランの海外遠征支援対象者などを中心として各水域にコーチを派遣する計画があるので、各水域でいつ頃のタイミングが良いかは京黒理事が情報収集する。
6． 2012年全日本470選手権（高松）について（香川県ヨット連盟理事長 斎藤様）
来年の開催準備状況について、説明。
· 小豆島と高松を検討した結果、小豆島ではお金がかかりすぎるので高松にした。
· 選手権を行うことで高松市からの支援をもらえた。（築５０年の老朽化したハーバーの改修は平成24年度着工に伸びてしまったが、かわりに横にある市民プールのシャワー室などの施設を使えることになった）
· 県連に本部船購入の要望を出したところ、やぐらつきのもの（西宮での本部船と同じ）を購入することになった。
· 海面としては、高松港は出入りが多く入口が狭いので曳航して出すことになる。
· 風がどれくらいあるか、潮が強い時期なので、コースの工夫をしたい。
ソーセージで3回のぼりがあるコース等で50分くらいのレースも考えている。
· マスコミへの露出も考えている。プロムナードから良く見える所もあるので、風と潮次第で使い分けをしたい。
· スケジュールは2012年11月22～25日をレース日程とする。
7． 2013年の開催地候補について（信時理事長）
三船理事から九州小戸での立候補と京黒理事から鳥取境港の推薦があった。次回理事会（4月頃を予定）までに鳥取が立候補するのなら、鳥取に決定し、なければ九州に決定することとする。
以下、発言録
三船：鳥取の11月下旬は時期的に寒くなりすぎるので、もう少し早い時期がいいのでは。89年の鳥取では雪が降った。風はいいのだが。
京黒：同じ場所ばかりでなく、いろいろな地域を巡るほうが高松のように地域の活性化につながるのではないか。スナイプは上手にやっていて、10年分の開催地を決めている。
五味：以前の理事会で、運営サイドが大変なので、あえて３箇所にして同じところでまわしましょう・・・という時期があった。
浅原：89年の鳥取のときは、平均より出場チーム数が少なかった記憶がある。年々出場選手が減っている現在、鳥取で開催した場合の減少率を考えると財政的に不安がある。
三船：大学４年生が参加できるように時期を変えられないか。たとえばお盆の時期あたりとか。
倭：お盆から8月末までの時期は関東学連のレースが詰まっていて難しい。
佐藤：14年に鳥取にしてはどうか
信時：オリンピックがからんでくる年は開催地選びが難しくなる。新しい場所にチャレンジするにはオリンピックの年とその次の年が良い時期。
三船：鳥取に聞いてみてNGだったら福岡で受ける。
8． 計測委員会の活動報告・活動予定（浅原理事）
飯島理事、浅原理事作成資料にそって説明が行われた。
検討事項として挙げられた「新テンプレートの購入是非」については、基本的にビルダーで保有するものなので協会での購入は行う必要は無いのでは、という意見が多かったが、小島元理事に過去の状況をヒアリングし、また、計測委員会内で情報を共有し議論した上で最終決定することに。
9． インカレでのクラスルールの変更について（三船理事）
三船理事より、インカレでアンカー搭載が義務付けられたが、クラス規則変更である上に安全確保として意味をなさないと思われるこの件について問題提起。
学連の担当者からクラス規則変更依頼があった時に問題提起するだけでは状況が変わらないので、クラス協会として正式に学連に申し入れすることで川田理事中心に動いてもらうことに。
10． JASF評議員会関連資料報告（五味理事）
三船理事が来期（来年4月から）評議員になる旨、報告が行われた。
11． スタープラン2.0私案（信時理事長）
案の説明があったが、議論の時間が無いために検討は次回に持ち越す。
12． 活動報告と活動予定（各水域理事）
· 四国水域葛西理事：四国水域でフリートレースを行った。
· 近北水域浅原理事：水域で艇を保有し貸与を行っているが、スナイプを使いたがって470を使いたがらない。学連のみではなく他にも声をかけて底辺をひろげていきたい。
· 関東水域京黒理事：フリートレース、全日本支援策は昨年通り行った。来年はJSAF支援策？を取り入れていきたい。
· 九州水域三船理事：フリートレースを行いたいが、レベルに差があるため、トレーニングレースや講習会を行う。来年は各地区を回る予定。
· 北海道水域佐藤理事：北海道では学生が主体。全日本に行けといっても艇の輸送費が莫大なので二の足を踏んでいる。JSAFの講習会？は活用したい。
· 東北水域相澤理事：今回の震災で協会と学連、コンタクトのとれていなかった医学部の距離が近づいた。来年は学連との関係をもっともちたい。
· 中部水域松崎理事：中部では年々470のレースが減っている。社会人の人数が多いが学連との距離があるので、学連の選手にアドバイスできる機会を作っていきたい。
以上
